






要約:新生児マススクリーニングが開始された初期に発見された症例は,既に就学の年齢に

達しており,最年長児は中学へ進学している。そこで追跡されている症例の中から就学年齢

の児童を抽出し,主治医に一定の設問表を送って就学状況を調査した。その結果メープルシ

ロップ尿症,ホモシスチン尿症の一部の症例において多少の問題点が認められたが,ほとん

どの症例は支障なく通学しており,学校生活上,食事療法も含めて,成績も良好であり,十分

に通学可能な状態であった。 


